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懸
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應
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磐
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搬
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搬
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應
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廿
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濃
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損
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仕
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三
I
四
：貝

)

。

'

(

討
八)

-
In

 

th
e  T

i
.

o
f

 th
e  

叫
！

y

 it  is  

said

 

th
at,  th

e  l
e

r

 
I

-b
e  

I
 

o
n

ly
.  b

y.  th
e  

G
o
v
e
rn

m
e
n
t,  

so

 
f

 u

f se  o
f  

th
e  

co
p
p
er  

w
ili  

b
e  so

ld

 b
y

 

P
I
C

 
I
o
n
 at  th

e  
c

l

日 

H
o

i  in

 
I
 p

o
rt  

h
e

le
r

 an
d

 

w
e  h

ave  

I
c

e
d

 

to

 

th
e  I

k
s

 

o
f  

th
e  

I
n
 

th
at  th

e  

c
le

r

 sh
a
ll  

b
e  

fo
rfe

ited

 

b
y  th

e  

G
o

v
e

霞

St, if  a
n
y

 

p
erso

n

 

h
as  

I
 

it  t。

4
 

F
c
re

ig
n

§

 

l
u

t

i
l

l
o

a

 
o
f th

e  
O
0I

I

8 

y
o

u
 

w
iir

p
f

 e  

to

 

r
n

f
l

 

it  to

 a
ll

1

H

f

,

そ
し
て
こ
れ
が
本「

資
料
し
中
、
銅
轍
出
に 

關

す

る

唯

一

の

文

献

で

あ

る.0

一：

っ
 
'.(

註
九)

.
".
«
翰

遙

申

入
I

就
I

逼

S

*

#

補
晤
之
I

I

義

有

だ

間

、
明

-蒼

'

_

ー
〇
>「

大
日
^

(

S

J )
：：

當
時
ゃ
现
び
銅
錢
轍
出
に
關
し
で
は
、

「

丸
^

の
解
禁
J

S

鑫

濟

史

學j

第

ん

卷

第

綦

所S

に
そ
£

宋

を

齊

ら

れ

て

み令
：；

竟

ぞ

の

址

前

.に

ワ

い

て

は

盡

成

マ

江

戸
^

.

'
 :

於
け
る
銅
錢
の.海
外
轍
出
に
就
い
：て

』 (「

史
學
雜
誌」

第
1ニ
十
九
綿
第
十
ー
號
所
激

)

、
矢
跸
仁一

一：

「

長
崎
貿
易
に
於
け
る
銅
及
び
銀
の
支
那
輸

W' 

'
ン
：に

就
-5(「

鐘
濟
論
#

第
|
?;
|

第
5

-

.

.

.:.ド
：
フ
：：
','
;
'

プ'.
,:…

.：

.■

.
',

.
貿

易

に

關

た

名

幾

つ

一

資

料

塞

：
乂

_

介
無
置
き
た
い
と
1
ふ
。

:

:

' 

'

、

:

阿
片
の
輸
人
は
德
川
時
代
か
ら
爲
政
者0
;惱
み
：七
な
つ
て
ゐ
た
が
、
吧
ぬ
に
な
つ
て
も
依
然
密̂さ
れ
た
0
で
、
.
朋
洽
政
府
は
各
開 

港
場
.に
高

汛

を

立

て

>

そ

<0
鍮

入

怒

嚴

禁

；し
ー
た
。
ぺ

怒

>長
崎
で
も
恐
.ら
く
密
輸
入
さ
れ
て'ゐ
だ
と
思
ふ
.が
、
レ

橫

滇

沧

辂

輸

，
さ
：
れ

て

ゐ

.
る 

由
を
聞
き
、
：：慶
應
四
年
茈
対
十.叹
日
仗
を
；貌
>>
"て
左
.の
如
爸
瞥
吿
を
發
し
た0 

; ,, 

•

::
:「

以

净

紙

中

入.
抓
、.
馨

近

此
.
备

國

人

达

內

横

濱

漉?2
:
阿

：
^

渡

勝

哉

舁

相
 

載

有

之

、
我

國

嚴

禁

聋

品

：

C

付

，
於

當

港

も

横

濱

港c

に)

お

ぬ

て

相

達

し

外

通

力

被

心#

様
い
^

1
度

、.
尤

右

：朮

縻

寶
;1
:

い4
.

し 

'.
'

^
載
^

幾

べ

不

湘

減

段>
'

市

鄕

达
^

め

興
^
^

驗

敷

相

達

置
^

->_

 

r.

な
，：.

.

.

.

jr.:''
 .

リ
ス
.；へ 

:: ,
神

奈

川

裁

判

所

が

そ

：の
.
管

卞

に

令

し

て

、H

片

賫.
買

を

禁

虫

し

た
0 .
ば

，
：同

年

閏

四.
月

で

あ

る

か

ら•
'(

13〕

そ

れ

よ
’f 

.:1
:

ケ.
月

以

上

；
 

後
れ
て
'
布

達

し

た.
こ
と
に
：な

る

。

長

崎

が

何

事

に

つ

‘い
ても
横

濱

X
は

神

戶

に

追

從

す

る

風

の

あ

る

のは
、
，そ
の

中

央

政

府

と

：の
.地
趣 

的

關

係

か

ら

沄

つ.
て
も
，企

む

を

得

な

い
. 0.
.

ぃ

.
：

....

....

.

....

....

....

....

....

....

....

....

....

....

....

....

....

....

....

....

....

..

'
,

.慶
應
四
部
、
即
ち
明
治
一
兀
年
は
水
害
の
た
め
不
作
で
あ
つ
た
。
そ
の
た
め
に
七
月
十

.

1

日
に
穀
物
輸
出
及
び
轉
送
を
禁
匕
て
ゐ
る
。

叉
.*
'In.

d
o
n
.

sequence' .of

H-
l
l
e 

.

.

cu
s>
*
rt
-
H<T
>5g
h'
a
PJ
s
e
l
i
:
'
b
y 

- sudden 

.
3
.
0
0

0|
.
5
.
:
3*
:4
-
.
$
03
.0>.parts. ..of. 

o
u
r
h2-
-
spt
->-
t
Y
,
. 

.we.... .have, 

received 

明

治

維

新

.直
後
の
長
：
降

 

く

.

.

四
3£(

】

H
五
セ

)
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V
:
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:
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e
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:

a

l

:

v

a
n

 order 

f
f 

: 

I

,
 

t。

タ 
f

t yo
u
‘t。

i
n
f
l

 all your subjects 

t
 not §

lr t
h
e
e
l
r
f

 l
l
e
a
t
,

 

I
 
0

1 

1

ぽ
 

I

I

 

I
 巴so the t

r
a
i
l
n
t

 

of the s
a
m
e

 

I

I
 

o
g .

o

l

M

r

l
 

I

I

 

.

.

.ご
の
年
の
河
パ
の
沿
濫
が
如
何
な
る
程
度
で
あ
つ
た
か
明
瞭
で
は
な
い
が
、
遠
州
の
，天
龍
川
が
犯
濫
し
、
大
損
害
を
興
へ
た

o
r初
夏

。
.以

來

ず

擁

ー

度

盡
_

^

1- ^
^
部

裏

應
 ̂

稀
：ナ
ル
：洪
水」

”：

テ
、
堤
數
ヶ
所
,# 

帮
欠
所
並
翠
和
久
等
消
失
、
破
損
大
破
出
來
、
•御
料
：、‘
領
共
數
ヶ
村
流
崖
等
幕
餘
、
溺
死
人i

多
#,
之
，
|

ト
ハ
乍 

中
實
以
可
憐
事
一1
御
座
候」

と
井
上
河
內
苻
ょ
り
辨
事
役
所
に
届
出
て
ゐ
る
。
8

從
つ
て
そ
.の
'他
の
河
川
も
增
水
し
、由
畑
に
損
害
を 

與
へ
た
こ
と
で
I

う
。
そ
れ
に
し‘
f

何
故
國
內Q

轉
I

禁
じ
た
の
で
あ
|

。
|

ひ
.は
轉
|

音
し
て
海
外
へ
輸
出
す
る 

者
Q

I
こ
と
I

れ
た
た
め
か
も
知
れ
な
い
。
明
治
ニ
年
に
磐
さ
れ
た
加
藤
弘
之
の

「

交
易
問
答」

下

蒙

、

「

そ
れ
に
ま
裏
っ
氏 

,頃
交
|

お
，
か

げ

で

服

前

世

の

中

の

大

難

儀

が

た

す

か

つ

I

I

る

で

ば

ご

ざ

ら

ん

か

。

そ

れ

は

何

だ

と

い

ふ

」

こ
，
：
例 

1

‘件
で
ご
ざ
る
。
营
本
に
外
國
來
が
は
い
ら
な
か
らt

の
，
な

ら

、

そ

れ

こ

そ

天

保

$

の

飢

證
I

I
て
.世q

中
の
難
儀
，衣
 

ふ
も
の
は
ど
ん
な
で
あ
つf

う
か」

とi
k

つ
て
ゐ
る
。
こ
れ
はf

く
前
述
せ
る
ー
兀
年
の
不
作
を
指
し
た
もP
で
あ
ら
う
。

'

_

に
I

が
西
洋
諸
國
かI

I

武
器
や
器
械
類
秦
つ
て
輸
入
し
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
關
輝
し
て
い 

ろ
ィ
丸
導
ャ
ヵ
起
つ
た
，
箭
认
に
;#
い
库
月
を
寒1
名

め

に

、
そ
の
間
.

情
が
變
化
し
て
、
切
角
輸
入
し
た
機
械
を
立
腐
れ
に 

し
た
4

機
械
は
至
着
し•た
.力
.；：:;
*

隱

袭

師

が

不
.'M
し
：
て
.
遝

轉

出

來

な

か

つ

た

り

し

た

。

今

「

_

」

中

に

あ.る

加

_

の

注

文

し 

た
機
械
延
；蓍
か
ら
坐
じ
た
事
仲
の

_

要
を
紙
介
し
ょ1
0 

. 
:

 

■

'加
州
家
が"
ウ
.
Vィ
M:
に
洼
女
U
た

機

械

：
が

何

で

.あ
^
か

明̂

で

な̂

が
.、'
:慶

應
11
:
:年

寅
1
1丹

頃

に

：
契

約

じ

：
、

.中

：
ヒ̂

す
，
で
あ
^
た

-̂
と
e

ろ

が

妥

馬

カ

丈

：之

.
器

械

附

膊

不

致

而

•ロ
は
加
舛
役
'A
に
照
會
し
た
が
早
速
に
返
事̂
し
：-̂
い
。
.そ
で
彼
は
ど
ぅ
せ
無
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
だ
ど^
ふ
の
で
、
七
ケ

月

半
!? 

猶
豫
を
乞
ふ
て
、#
注
文
を
發
し
た
0
然

る

に

諸

器

槭

は

..豫

定

の

1

一
月
中
に
^

着
し
な
か
つ

た
。
' そ
の
た
；め
かr 
.加
州
藩
は
そ
.0
機
械
注
文
を
；取
浪̂

^

^1>
-
い
:0
そ
こ
で
ロ
ウ

レ
；ィ
ば
は
未
だ
明
具
は 

切
ゎ
ず
と
じ
セ
と
：れ
を
公
事
方.に

訴

訟

し

た

：
ら

し

い

.0「

資

,

し
の
2>
:
る

の

：
は；*
%

の
#

翰

：
に

あ

.
る

疑

間

點

を

辰

.
五

啟

十

允

日

付

を

以

ク 

て
.て
公
事
方
か
ら
：ね
濟
レ̂.
.
”に
問
合
せ
た
書
翰
ザ
あ
る0
:
:
そ
0,
判
決
奴
ど
5
参
つ
た
か
十
分
.に
^

恐
ら
く
言
葉
の
行
違
ひ
が
：あ_っ
た
0.
-で
あ
名
ぅ
0
叉
加
州
藩
め
方
で.は
政
；局
«>
:
$

た
の
.で
は
.あ
！

い
.加
タ
し
か
し
結
局
八
凡̂
な

'0
て
機
械
類
は
加
州
藩
に
引
渡
さ
れ.た
0「

;.
-
.
:''
:

.-
:

:

へ 

:~
»
千
八
：百
六
拾
八
年
第
九
月
十
九
日

(

太
陽
暦)

：#.
之

貴

札

披

見

い

，
た

し

办

、
'
足

.下

と

加
州
士
官
と
^
定
あ
丨し
機
械
類
請
取
渡
之
儀 

談
欢
相
成
^
由
吿
知
之
趣
承
知
ぅ
猶
人
封
之
約
定
省
を
も

一

見
致
し
^.
.、

■

'

1

約
定
*
中
之
第
三
、
第
四
、
第
五
條
之
儀—付
*
政
府
保
證
之
儀
、
加
州
士
官
之
申
立5

り
、
足
下
^
雖
被
申
越
、
右 
<
加
州一

家
ニ
不
限
‘
都
ゐ
是
迄
商
事
3.
付
、
.政
府
ニ
お
ゐ
て
|
,答

卟

義

更
£

之
，
付
资
者
此
節
も
词
榇
之
体

II

付
及
达
斷
办
、
右
承
引
有 

之
度
、
此
段
貴
答
如
斯
：

隨
言
 

，

慶
應
四
年
辰
八
^
十
七
日
':
;
:

:

ハ':,.'.. 

' 

.

:

.

.
姻

治

濰

渐

诲

後

：
の

長

崎

.
 

: 

r

m
七

c
l
l
s
s
'

隱
1

j

I:
I

!

I



吉 野 ’ 

:井 村

源 宗  

馬 七

iPFS
事國崎 
印官府

‘四

八

-

a

.

f

長
崎
外
國
官
判
事

一

認

馨:M
#

S
崎

：

ゼ

ー

ロ

ー

レ

イ

W

.;

.

」
'へ
-
つ
.：
：
リ，
：
ハ

.:
ー 

■̂
ス
^
7,
;ェ
'

如
負
藤
と
ロ
ゥ
レ.ィ
ロ
と
如
何
な
る
契
約
書
を
此
交
は
し
た
か
は
不
明
で
ぁ
る
が
、
こ
ひ
取
引
に
對
す
る
政
府
の
保
證
を
拒
絕
し
た

'

書
油
で
ぁ
る
。
こ
れ
に
依
つ
て
い

ろ
*'

<
^
-な
推
測
が
出
來
る
：が
、
少
な
く
と?>
-
-ロ
ゥ
レ
ィ
，.ロ
側
が
多
少
と
も
抓
潰
藩
に
對
し
、
不
信
任 

.の
意
を
有
？

ゐ
た
と5

こ
と
策
來
ょ
ぅ
。
從
つ
て‘前
述q

期
限
S

題
告
い
て
も
彼
に
有
利
に
解
釋
出
來
な：S

 

彼
が「

十
七
ヶ
月
之
上
ニ
い
ま
だ
九
ケ
月.ハ
不
過」

と
主
張
し
た
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
後
の
六
馬
力
の
器
械
は
七
ケ
月
半
に
到
達
す

る
の 

S

く
、
ょ
り
多
く
の
時
間
を
要
すI

約
束
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
當
時
ど
の
く
I

で
歐
洲
か
I

本
に
到
達
し
た
か 

と
.
12\
ふ
に
;>「

航
海
：無
難
.に
し
て
：|

四
ぞ
所
儉
_

不
&

奮
求
遙
之
航
海
雛
出
泉
由

」

^
 ̂

の
15
*
か
ら
見
队
ば
追 

養

の

分

は
I

ら
.か
ら
.の

變Q

傅
漣
さ

る

-
,時

間

を

加

算

し

で

ぢ

.七
ゲ
；月

_

象

當

に

裊

は

れ

る

0
:何

れ

に

じ

：て

も

當

時 

彼
我
の
.通

信

書

ー

の

設

備

が

鬆

ぎ

办

馨

め_に
、
こ
裏
の
問
題
€

な

り

多

焱
 

'

人

と

の

取

引

狀

態

を
|
助
に
?)
-
ど
引
例
し
た
に
.過
ぎ
な
：̂'
0 

.

.

.

.

.

.

.

. ...

....

.....

.
 

•

 

. 

.

 

'

 
.
 

•

 

........
 

/ 
.

霧

ニ 
ー

)

''
.
阿
片
麗
に
っ
ぃ
|

、
欐 

一
册「
明
治
初
期
經
濟
史
研
究

」

第一

部
ロ
繪
及
び.解
說
參
照
。

.

.
V 

-
®
.
- 

. 

 ̂

. 

V 

V
. 

? 

; 

■ 

V 

.
0
^
-
- 

. 

•

四 

0
::-
'
同

 ̂

.
マ'
.
:
:
,
:

':
:
.
,
'
-
'
'
-
.

「

パ

:
:.
..

V
-
. 

.

,

' 

. 

.
.

.

.

. 

■.
 

.
/
: 

- 

.V..: 

:

r
' -■.
 

• 

.... 

■ 

■ 

'

,へ
扩

忆

凑

述

へ

た

.や
ぅ

に

、

貨

幣

制

度

の

不

備

め

：
た

め

に

繫

な

_る
問

題
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萝
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菜
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搭
六
十
日
間
は
從
來
の
：
 

如
く
許
可
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
こ
れ
に
關
す
る
畏
崎
に
お
け
る
通
告
は
次
ぎ
の
如
く
で
あ
る

.

,

^
a
g
a
s
a
k
i

voth 

d
a
y

 

o
f

 
払 th 

m
o
n

B*

'
.•.
 
:r.'
 

-
 
o-,v.
;
 

■

 

-

 

:

:

.

'
V'.
:
'
-
,::.
 

.

,:

'.
.し

,

■

て

.. 

-
• 

2
n
d
.
y
e
a
r

 

M

^

s

v 

o
e
n
t
l
e
B
e
n
.

 

 ̂

■■
 

.

;

へ 

.

.

. 

.

~
 

J
 

> 

,

.•' 

• 

- 

• 

.

.

.

.

. 

.

.

.

. 

. 

r 

T
. 

. 

o 

I
:
. 

f 

.
1 

,

•«
•

n
a
t
i
v
e

 

to 

the 

p
a
y
m
e
n
t

 

in 

p
a
p
e
r

 

m
o
n
e
y

 

to 

o
u
r

 

g
o
v
e
r
n
m
e
n
t

 

b
y

 

F
o
r
e
i
g
n
e
r
s

 

c
o
n
ferred 

,to 

y
o
u

 

at 

§
r 

I
 

日e
e
t
m
g

 

w
e

 . b
e
g

 

to i
n
f
o
r
m

 

y
o
u

 

that 

w
e

 

f

 received 

s
 i

n
f

 ction 

f
r
o
m

 

the 

F
l
g
n

 

d
e
p
a
r
t
m
e
n
t

 at T
l
e
i
,

 

I

.

& 
穿

 

p
p
y
B
i
-
s
h
o
u
l
d

 

b
e

 

ma.de 

i
n
-
p
a
p

 e
m

 

1

7
 

fro
、

日 

2
3VH
d d

a
y
.
o
f

 

2
n
d

 

I
'
t
h 

last 

.till 

2
2
n
d

 

o
f

 

4

 th 

,

b

l

s

l略 

.

.

.

.

、

s
 

C
l

三
.
s



覆

I

碧

.

m
o
n
t
h (

f
rom 

4 th 

I

 

g
 2nd- June 

1
S
6
9
)
，
but f

ro
m 

23rd 

o| 

I
 
甘

0

1
 (

I

c-
l
l 

I
I) ：i

n
:
l
,

 which, 

.has been settled 

§ the Conference with all the representatives 

of the 

Treaty.towers at the .
F
o
l
f

 d
e
l
t
-

 

;ment. V
.

.
 

.

T
h
e

 

f
 ye being c

a
r
t

 

I
 at this 

I
t >o

m

 

the. a
b
o
v
e

 date,;it is 

d
e
s
f

 
F that 

y
o
u

 

I
 c

o
m
m
g
i
c
a
t
e

this 

y
o
u
r

 s
u
l
>
j
e
c
t
s
.

.
 

「

、 

.

.

.

.

.

.

<-v
i
t
h
o
o
m
p
l
i
m
e
n
t
s

.

.
s 

\

.
 '

..'
I
n
o
u
y
e

 

M
o
n
t
a

 

'
.

、
 

■
 

N
o

 
日ura.-s§

SMChi

H
e 

L
c
l
r
。
Es.q:. 

.

.

.

 

I

f
 
f。K

a
i
j

て
 

'

.
c

l
 

H
a

f

 
f

 

g
a
s
l

 
ミ，

 

.こ

の

同
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；
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が
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簾
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國
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又
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落
ち
t

の
猶
の

'惡
金
銀
，は
大
凡
六
百
萬
兩
に
及
ぶ
と
云ふ
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得
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右
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、
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右
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卄
.
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右
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數
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廿
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：
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損
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參
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右
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又
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潟
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參
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岡
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；
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又
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鸯
い
ギ
し
取
引
致
ず
べ
し
、
若
引
換
之

■

ニ
：到

り

右

等

之

着

之

、
願
出
候
々

■ 

. 

.

.

.

.

.

 

• 

.

「

資
料」

中
I

:
る
一
：

一 .

分
金
包
に
關
す
る
長
崎I

け
る
事
件
は
：恐
ら
く
こ
れ
：に
關
聯

.あ
る
も
の.で
.あ
ら
ぅ
？

こ
れ
に
關
係
す

る

文

寧
^

は
三
通
あ
る
ゃ
：要
す
る
，に
新
潟
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仲
で
あ
る

o
''
第

一

の

も

の

は

各

國

領

事

が

こ

れ

に

對

し

宂

犠

を

申

込
ん
だ
'の
に
對
し
て
、
返
答
を
與
ベ
.た
も
め
；で
あ
る
。
不
幸
.に
し
：て

原

文

論

し

、
英
_

ね
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新
潟
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を
新
潟
の
印
形
米
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と
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し
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で
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.
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る
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得
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、

葡

岡

士

 

ロ

ゥ

レ

ィ

B

は

新I

 
ニ

分W 

千

九

丙

兩

包

の

改

方

$

川

で

た

。
.
第

一

Q

も
の
は
こ
れ
が
_

の
書
翰
で
あ
る
。

9

然
る
に
持
つ
て
來
た
包
を
昆
る
-と
不
：.正
の
も
. 

の
で
あ
つ
た
の
で
也
改
を
拒
絕
し
た
。
然
る

•，に.n

ゥ
レ
ィ
ロ
は
こ
れ
を
取
扱
胬
平
井
義
十
郞
の
獨
斷
と
兑
そ
、
各
國
領
事
連
名
を
以
つ 

て

抗

歸

を

巾

达

ん

で

來

た

.°
第

ニ

の

書

翰

は

こ

れ

に

對

す

ろ

_

で
あ
る
。
前
文
少
し
く
離
脫
し
て
ゐ
る
が
、
譯
文
と
比
較
し
て
見
る 

と
，
全
然
無
ぐ
と
も
系
支
へ
な
い
部
分
で
あ
る
。
即
ち
次
ぎ

0
如
し
0
;:
セ

.

.
：

(

r
文
缺
；
致
し
^

‘̂
■
る
に
其
後
煎
分
_
外
務
.局
^

^
/̂
さ
.れ
^

以

崎

新

混

包

取

調

^

_

、

每

封

之

印

贫

同
じ
か
ら
ず
、
又
夂 

祁
^

§

致
し
屈
既
府
碓
定
之
印
封
と
芣
相
見
昨
付
、
平
井
大
屬
容

し
、
，'右
持
.出
之
節
予
之
栉
意
を
以*

改

方

相

斷

：
^
儀 

一
一

-#

W
實

布

之

如

く

昨

故

、
，
決

.̂
平
井
大
廳
妹
自
己
：之
權
力
を
擅
：

1
し
、r

己
之
;̂
置
を
以
、

-■.
.
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•

此
段
了
解
被
致
、
新
濁
包
改
之
儀t
横
濱
之I.

左
葙
被
相
待
阼
樣
致
度
昨
、
諫
言
、

， 
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明
治
'二
铝
十「

月

十

二

日

ぐ
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•
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ゲ 
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ゼ
ー 
ロ
；

ウ
レ
イ

ロ

：.足
下
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'.
米
岡
士
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^
リ
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.マ.ン
"ゴ
'
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足
：下.
，

.

.

f
.

•自
雜
岡
セ
-;
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土
.ツ
.チ
-シ
キ
フ
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--足
.下
:-

パ
獨
岡
士
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:

ジ
ィ
シ
ヤ
ツト
レ

ル
.
足

下
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維
岡
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か
く
各
I

ま

」

引
連
れ
て
抗
議
を
す
る
だ
け

J
,
l

し
い
と
も
考
へ
ち
れ
る
。

い
力
と
丨
ん
は
れ
る
H
附

不

明

十

一

月

付

を

以

つ

て

姐

村

知

縣

事

*

^
 

h 

 ̂

^

'_

件
■
■
■

レ
各
足■

都

合

次

き

，
_

_

眉

邋

會

貰
 

'
卩
ゥ
.レ
.ィ
口
を
呼
出
し
て
ゐ
る
も
の
も
、
こ
れ
に
關
係
あ
る
も
の
の

如
く
で
あ
る0.
■'

要
す
る
に
外
國
人
が®
造I

一
分
金
を
買
集
め
て
ゐ
る
賽
と
.か
う
し
たS

と
を
關
聯
さ.せ
：
て
：
考

へ

る

と

、

濯

，初

年

の

：
わ

が

貨

幣

制
度
の
J

と
か
う
し
た
事
務
に
對
す
る
わ
が
政
胳
の
不
議
と

I

じ
、.外
國
人
達
がI

り
f

の
利
得
を
得
て
：ゐ
た
や
う
に
，

1

^

0

^

,

.

へ

.

.
' 

:

m
s 

^̂-i 

y

8

.

H

O同
上
•
第
二
卷
第
：
册
五
ニ
六
！

2;。

一
,

_

截

嘬

上

一

鏡

鑫

■

甚

f

間

此

I

銀

外

國

人

ノ

¥

_

養

允

凡

疆

一

一

千

讓

；

裏

今

I

f
 
^
リ
f
 

.

■ . 

f
蜇

此
I
銀

ヲ

外f

i

l
ト
引
f

ル.力
：又
：ハI

I
償
プ
ヵ
ト

ィ

へI

シ
詰

ノ

雙

■

(

@
l
x
> 同
上
第
，ニ
卷
第
1
1
S

H九

驾
^

,'

.
:
;

(

註一

九
.

)

‘
同
上
、'八
弓
一
頁
。
■

, 

- 

:

: 

V

:

■
.
:
'
:
:
"
'

.

^

 

^

デ
':.、
'
.
:.

(

註
ニ
1)

.
同
上
、
四
芫
丨
四
六
〇
；货
。
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-

,
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5

「

今
日
呈
來
翰
落
手
致
ル
、
新

證
,
分
判
千
九I

包
改
之
儀
御
屮
越1

致
し
ル
、
翁

膝

村

知

縣

礙

存

變

艇

も

窆

ル

，

\

付
ゾ
伺
定
ル
上•

：

自
果
贤
平

y

可
_

，

ル
、
.
'
此

齋

#:
:
如
此
；̂識
ぎ」

球

紙

局

最

鞭

山

直

觀

、

.平
紙
_
十!5
:

.?

V.

明
治
に
な
つ
て
か
ら
の
長
崎
は
最
早
德
川
時
代
の
畏
崎
の
.や
ぅ
な
蜇
婴
さ
は
な,<
な
0.
て
來
た
0
外
國
人
の
波
來
も.
'
k
那
人
を
除 

け
ば
、
殆
ど
增
加
せ
ず
、
ニ
西
名
前
後
に
留
ま
つ
て
ゐ
た
。

(

28)

し
か
し
維
新
直
後
に
あ
つ
て.は
、
.
そ

の

以

前

’
と

同

様

に

外

國

人

を

廻 

つ
て
颓
々
連
«
怦
ガ
發
钜
1>
-
、
—
局
を
個
史
じ
廣
の
龙
あ̂:
0.
.外
國
人
忆
«
れ
：て
知
る
邦
_
:0
處
分
間
題
_や

、
.
8 

.
外

國

人

に

對

す 

.
る

暴

：行

翦

件

、
；
，

;9
>
辣
に
有
名
な
沛
上
切
支
丹#
分
問
題
呤
如
き
、
單
に
長
崎
當
局
め
み
故.ら
ず
，
中
央
政
府
の
當
局
箸
さ
へ
も
基
だ 

:
;し
く
機
ま
さ
れ
た
問
題
で
あ
つ
た0
.

(

26〕

::

今AJ、

.に
は
*

崎
に
お
げる：： r>r

1办

事

：件

：

^,
.

^

雜

府
 

時
代
か
ら
新
政
府
に
受
け
繼
が
れ
、
そ
の
新
政
府
の
載
礎
の
見
通
し
が
全
然
つ
か
ぬ
時
代
、

.殊
に
舊
政
府
か
ら
祐
式
に
免
け
つ
V.
:
だ
の 

か
ど
ぅ
か
頗
る
不
明
で
あ
つ
た
慶
應
四
年
、
，即
ち
明
治
元
牢
に
は
地
代
の
納
付
を

^
さ
ぬ
國
々
が
多
かo'
#

o
-v
僅
か
ぬ
英
米
兩
國
が
支 

拂
つ
た
の
み
で
あ
つ
た0慶
應
四
想
ハ
月
廿
ニ
日

(

太
陽
曆)

に
^

ロ 

^

ま

な

る
#

が
居
留
地
の
修
續
を
要
求
し
て
ゐ
る
の
に
對
し
、 

地
所
掛(L

a
n
a

0;
£
^
6ロ)

は
五
月
六
：：：：

(

太
陰
勝)

に
次
ぎ
.€>
如
ズ
答
へ
て
ゐ
る0 

■ 

• 

.

-
ゾ

：：，
：
へ̂̂ 

r

.

.

.
こ

-
• 

. 
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In 

reply to your letter 

o 
叶 K

n
d
i
u
J
:

 regarding 

the subject,

げ eing 

I
 yet 
ん
o.
B;
m
;
e
I
i
c

a:
a
n
y 

r
i
i
r

 
县 

f
oM. 

.''..the place in the F
o
r

'ag
n

 :se.t.tlement,:..̂
e...have..to state :

tayou, .(that., we'arie 

unable., .to 

begin, such., a., repair'as 

...we 

s
d
y
o
u

 

 ̂

e
x
c
e
p
t
t
h
w

w
-a
-
^
.p.
0
^
>-
B
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n
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'
y
.
.
g
&
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明
治
邾
新
取
後
の
昆
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f
,
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:肋
治
雜
新
攸
後
の.：長
崎
：
 

.^'
八
-

:
cr :
一
 一.

七
，■〇
>

■t
o
 

p
a
y

 t
h
e

 

G
r
o
u
n
d

 

rents 

for 

t[r
:
.

y
e
a
r

 

1
06
6
00f 
3
日 s

a
n
y
.

 objection 

o
n

 their 

parts, 

a
n
d

 

ive 

h
a
d

 

nrt
>-ver received 

fro 
日 

t
h
e
m

 

tlie 

s
a
i
d
-
.
r
e
n
r

、
 

^

ノ*  
な w

e
'h

a
v
e

,  re

o-e
iv

e
d

 .th
e

 s
a

id

 

r
s

t
.  fro

m
」 .th

e
m

-u
n

d
e

r  y
o

u
r,  a

ssista
n

c
e
,  

.w
e
's.h

.o
u
ld

 

q
a

c
k

ly

 ,c
o

m

B,e
n

c
e

 a

 

w
o

rk

 

fo
r  

re

 p
a

ir  r
n
^
'o
f, th

e

 

p
la

c
e
s  

w
h

e
lle

.  a
n

y

 .re
p

a
irs

''s
h

la
ll

げe're
q

u
ire

d
,  fo

r

 w
e

 

h
la

.v
e

tJ
o..

<̂t
>p
g
o
CJ
rt-o

'.re
fu

se

 

a
f  te

l  h
a
v
in

g
'  

l}<T
)en.._
by 
:
thn>

m ■  th
e
.  .

s
p
i
d
.H
en
t.

、
，
'.' 

:

、..
，：
■
 

-.

べ
こ
'(
0
書
翰
^
依
れ
试
當
局
は
何
囘:%
支
拂
ぞ
督
促
1>
:で
ゐ
る
に
も
_
ら
ず
：'̂
英
米
兩
_

つ
た
の
で
，あ
る.。
そ
こ
で
'當
，
は
席
留
地
修
钹
の
要
求
を
直
ち
に
利
川
し
た
わ
け
で
あ
る
o
,し
か
.し
な
ほ
居
规
民
は
史
挪
ふ
と
し
な
か 

つ
..た

.
そ
こ
で
^
尼
は
錄
て
問
題
と
な
つ
て̂
た
大
浦
居
留
地
と
出
岛
と
を
聯
絡
す
る
三
橋
を
架
設
す
る
と
と
を
條
^
と
し
て
、
策
急 

支

顧

方

を

毁

求

し

^

O
V
即

ち

.
明

：
治

1

,7
1
:
苹

十

：
月
；
七
、
日

付

：
を

以

っ

ヤ

楠

本

.

平
之
允
、
^
村
宗
七
、
大
隈
八
太
郞
、
弗
上
聞
多
四
名
連
記
で
、
：

.次
ぎ
の
；や̂

な
書
两
免
葡
岡
士
：0:
が

1-
ィ
；
：
ロ
；
宛

に

：
遂

づ

^̂ 

\

;.A
S

 

th
e
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o
n

-e
le

a

s-n

 

o
f  

th
r
e

e

o-rid
g

e
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w
h
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h

 

sh
o

u
ld

 

b
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一
 m

a
d

e
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n

g
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c
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u

p
p
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e
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n

v
e
n
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n
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e
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p
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s
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oq
e be

t
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= D
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s
i
m
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こ 

a
n
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settlement 

a
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o
r
a
,OQ
i
v
e
 

g
r
e
a
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i
n
c
o
n
v
i
n
i
e
n
c
e
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-
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P
K
g
g
H
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p
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i 
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0
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t
h
a
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$
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a
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H
O
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h
e

oq
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u
n

d
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n
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s
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y
e

a
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th
e

 

sa
id

 
b
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g

e
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s
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a
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b
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n
e

a
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e
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a
n

d
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m

p
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-N
e
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a
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w
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e
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a
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e  

se
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d
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u
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G
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e
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m
e
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n
d

'.th
e
.,  re
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se
n

ta
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e
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the 

Treatv.powers, 

w
e

 have therefore.to request y
o
u

 to communicate: with.your subjects, 
that 

they 

を
&
 p

p
y

•
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■
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the erection of the above bridges 

might 

be

. 

.

'

,

•

-
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.
■
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.. 

バ

.

.：

.
c
o
m
m
e
n
c
e
d

 

•こ
. 

..... 

»

"
こ
»
書
面
は
霍
に
ロ
ゥ
レ
：ィ
ロ
め̂

&
?>
-ず
， 

こ since last years

' - 

が
如
何
な
る
邦
語
办
蒙
％
明
甶
亦_
い
#;
'
恐
ら
<:
;「

光
苹
乘」

左
写
ふ
や
ぅ
墓 ̂

滯
納
は
前 

.揭
«:
.邮
に
現
板
た
や
ぅ
^
、
單に
.一
八
六
八
年
分
於
け
で̂

:^
く
、：

そ
の
；以
前
か
^

續

い

：
た

な

た

も

'
の

>.
見

：
ら

れ

る

°

こ

の

書
l
a

に
對 

以

、
へ.ロ^
レ
-
VB:
:
貌

你

等

の

私

事

^
:
出

ざ

«
か
.
つ
.
た

ど

亂

え

/:
.
'
ざ

ら

に

同

匕

連

私

を

敗
 

'
零.
.#
:
^

|

出̂
し
て
ゐ
^ -
.o
日
附
は
單
ぬ
十 

あ

つ
て

一

不

明

で

取

が

；
が
：
、

(

月
_
頃
か
と
^
思
«:
れ
.
る

。
ン
"
--
5
 

::
'「

t ;
n
/v
:

E
咐
を
跋
'
ゼ
^
敗
驗
通
撕
他
齡
各
た
^

茗
橋
實
志
儀
束
通
致
置 

^■
狹
致
义
米
數
地
稅
备
國
合
計
职
节
在
氣
セ
觀
聲
ト
石
め
^

&.
促
に
t
拘
ら
ず
、
.彼
等
が
容
易
に
納
め
や
ぅ
と
もt
ず
、
遷
她
し
て
ゐ
た
の
は
何
故
か
。
少
し
く
憶
測
を
遥
ヶ
す
れ
ば
> 
新
政
府
擁 

護
の
英
米
1
と
舊
幕
府
援
助
’の
佛
蘭
西
派
と
の
對
立
と
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
英
來
兩
國
が
.納
入
し
、
そ
の
他(O
'
國
々
が
_
否
し 

て
ゐ
•る
點
な
ど
か
ら
も
歡
测
さ
れ
る
。
前
號
所
戦
の
拙
稿
中
に
も
述
べ
て
扳
る
や
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從
來
各
國
が
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⑶
納
に
索
拂
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に
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全
.部
纏
め
て
支
拂
つ
て
ゐ
る
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然
る
に
英
繁
け
が
納
入
し
た
ぎ
る
と
、
そ
こ
に
备
國
領
事
間
に
分
裂
が
あ
つ
た
こ
と
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を
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像
さ
_せる餘地がある。
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，

他
方
又
政
府
が
居
贺
地
の
交
通
に
對
し
、

.彼
等
の
要
求
通
り
に
十
分
な
施
設
を
し
な
か
つ
た

.た
め
と
'も
考
へ.ら
れ
.為
ぞ

れ

は

尊
 

力
最
後
に
三
梳̂
設
を
條
f[
と
し
た
こ
と
、
並
び
に
こ
れ
に
依
つ
て
地
代
を
納
ん
し

..た
ら
し
い
か
ら-で
あ
る.O

吸
代
^
销

人

し

营

衰 

ふ
確
實
な
證
據
は
な
い
。
唯
十
二
月
朔
品
を
以
づ
て
翌

i
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；撕
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た
し
度
此
段
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ぃ
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以
前
の
分
の
支
拂
有
無
に.枸
ら
ず
、
次
昨
度
分
を
も
請
求
す.る
こ
；と
も
.f
得
る
か
ら
、
鑒
に
支
挪
つ
た
と
は
琴/
ょ
ハ
が
、
さ
ぅ 

何
時
*
で
導
遷
延
し
續
げ
芩■

M

'm
雜
身
ふ
。
霧所規則第六倐には

.
i

代
は
霉
日
本
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一
月
十
日
に
來
年
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前
納
す
ベ
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と
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.外
國
人
の
使
用
せ
る
邦
人
を.わ
.
官̂
史
が
處
分
す
.る
こ
ど
に
つ
い
で
：、.外
幽
八
側
知
ら
腿
々
抗
議
を
屮
出
て
ゐ
る
。
こ
、
に
4
4慶
1 

•
四
辰
^
-四
月U

十
九
日
の
わ
が
答
辯
を
榥
げ
る。

•
,
.
. 

■:
:

:

■

':
■「

六
十
八
年
第
忘
月
十
二
日
附
之
書
翰
落
手
披■

り
，
0
本
金
；糊
典
國
民
々
裁
滸
ず
る
に
託
し

V
、

外1

人
の
雇
へ
る
日
本
人
を
連
歸
り
、 

無
際
限
.不
差
戻
、
爲
其
外
阈
人.の
.芘
理
を
妨
げ
ル
は
不
公
の
所
置
，と
被
致
勘
考
ル
段
^

も
.
不
雜
M
'f
i
n有
之
此
方
幻
呼
取
ル
節
は
、

'其
事
件
阴
白
に
遂
吟
味
ル
迄
ぺ
模
錄

.；
！
よ
：り

數

日

留

置

；

£
儀
も
.可
有
之
、
是
は
我
國
の
浓
車
に 

基
き
取
扱
ル.琪
故
、
決.で
不
公
平
：の
所
置
ヒ
無
之
が
、
此
段
尙
亦
及
闾
答
ル
、
：
譁
言
、

」

/

'

-
、：

(

謎
ニ
五
V
.長
崎
に
お
け
る
外
國
人
に
對
す
る
暴
行
事.件
中
、
舊
幕
時
代
の
事
件
で
；新
政
府
に
引
繼
が
；れ
た
も
の
と
.し
.て
英
吉
利
_
魃
水
夫
殺
害 

琪
件
は
M
も
顯
著
な
も
：の
で
あ
る
が"
そ
れ
に
關
し
て
ほ1大
日
本
外
交
文
書」

中
に
多
<
の
文
献
が
收
錄
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
こ
、
に
は
未
だ 

一
般
に
如
ら
れ
て
な̂
と
圯
ふ
■事
件
を
紹
介
し
よ
ぅ
。
慶
應.四
^
閲
四
月
九
；̂葡
人
ァ
ン
ト
二
ィ>
ロ
ゥ
.レ
ィ
ロ
が
席
留
地
通
行
の
资
、1
七 

體
の
阶
漢
に
駿
は
れ
た
事
件
で、
領
事
か
ら
嚴
重の
抗
議
が
挺
出
さ
れ
、
殊
に
當
時
入
ロ
に
ゐ
た
警
官
が
何
等
彼
を
肋
く
る

手
段
に
.出
な
.か
つ

'龙
こ
と
玄
枇
難
さ
れ
た-0
こ
れ
：に
對
.七
常
局
は
閏
四
月
ブ1十
日
を
似
つ
：て
、
極
：カ
犯
人.を
傑
粢
寸
ネ
こ
と
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ゐ
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八
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l

百
犯
人
の
.

逮
捕
及
び
處
分
を
報
：じ
て
ゐ
ろo
少
し
く
長
文
：で
は
：あ
る
が
、
願
る
興
味
あ
る
文
窣
と
思
ふ
.か
ら
敢
て
次
ぎ
に
全
文
を
掲if
.石
で
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ァ
ン
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ど
9

1
.の
.負
傷
で
ぁ
つ
た
か
解
ら
な
い
が
、
恐
ら
く
糧
に
過
ぎ
な
か
つ
た
や
う
で
ぁ
る
。
そ
れ
に
此
し
て
處
罰
太
I

に 

失
す
る
。
な
ほ
'ァ
ン
とI
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に
つ
い5J
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六
節
に
述
べ
る
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讓
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込
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だ
も
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で
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れ
に
關
す
る
多
く
の
外
交
文
書
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依

っ

て

見

れ

ば

、
池
代
納
入.は
|

の
，手
を
經
て
、.益
人
が
納
入
す
る
や
うI

が
、
逛

I

事
がi

證
す
.る
'f

v /
. 

へ
.1

.

1入
に
當
つ
.て
ゐ
た
i

t

。
又
觀
の
納
入
督
促
狀
に
もf

れ
る
や
う
に
-
龜
代
を
一
括
し
て
擧
げf

點

か

ら

が 

:

も

f

ン
シ
'
ュ
ル力
別
々
に
納
入
せ
ず
に
、
全
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に
納
人
し
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と
見
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れ
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最
後
に
當
時
わ
が
國
に
在
往
せ
る
西
洋
人
の
一
っ
の
型
と
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て
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從
來
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問
顧
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つ
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ト
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イ
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事
件
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ふ
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:
フ
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'明
治
初
期
に
渡
來.ぜ
^.
.外
國
人
中
に
：：は
匆
論
眞
に.後
進
國
を
誘
掖
指
導
せ
ん
：と1,
'
た
象
も
私
く
^: 

東
の
.弱
少
‘國
に
來
た
义
へ
傲
慢
和
遜.の
態
度
を
以
'.つ
弋
臨
み
5
:そ
の
：國
民
め
無_
|€
'
*'
じ
、
.種
之
奸
猜
な
：手̂

私
利
を
營
む
. 

者
で
、あ
つ
た
。
ア
ン
ト

llr

ィ
が
幕
府
時
代
に
關.税
t
滞
納
し
て
ゐ
た
こ
と
は

•

す
で
.
.前̂
號
に
記
述
じ
た.が
•
そ
の
後
の
，

の
態
度
は 

一
滕
甚
だ
し
いも
の
が

あ
.る
。

要
す
る
に
日
本
.に
馴
れ
る
に
つ
れ
て
、さ
ぅ

し
だ
數
錄
の
.傾
向
が
镇
だ
し
ぐ
な
つ
た
も
の
ど
思
は
か
る
 々

加
' ^
石
に
被
.CD
,
.兄
.が
^

?
牙
領
祺
で
あ
る
こ
と
も
、
彼
を
し
て
輿
橫
の
振
舞
を
な
さ
し
め
た
も
の
，と
思
ば
れ
を
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賢

易
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あ

ま

り

成

功

：
し

:&
か
づ
、た
个
ぅ
で
あ
る0
彼
に
關
す
る
幾
0
か
；の
訴
訟
事
件
は
何
れ
も
便
財
：に
關
す
る%;
の
：で
あ
つ
為 

彼
の
態
度
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
つ
た
か
は
、
彼
と
そ
の
邦
人
雇
人
勝
三
郞
と
の
訴
訟
事
件
に
依
つ
て
も
知
る
こ
と
が
出
來
る
。
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縣
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も
じ
勝
三
郞
の
^
ひ
分
か
疋
し
い
と
す
れ
ば
、.ア
.ン
ト
|ー
ィ
の
態
度
は
相
當
圖
々
し
い
も
の
と
云
は
な
け
れ
ば
な
：ら
な
い
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:彼
の
借
財
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關
す
.る
事
#
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岑
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编

明

治

六
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六
：冴
廿
五
白
择
崎
縣
卞
齡
人
山
田
屋
宗
免
断
ょ
り
掛
日
限
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以
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金
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圓
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借

用
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返
濟
ー
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ざ
り
し
：
t

の
、
.
§

他
01 

'つ
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縣
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齋
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岛
屋
安
兵
衞
ょ
り
石
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が
し
、
代
金
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拂
の 

:

分
で
あ
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。
後
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は
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促
し
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響

局

か
t
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求
し
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し
か
も
な
ほ
吏
拂
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决
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明
治
八
年
末
it
；
及
ん
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の
で
あ
る0.「

こ
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■
種
西
洋
人
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態
度
を
知
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に.ょ
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思
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か
ら
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紹
介
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明
治
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廿
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猶
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右
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び
に
外
國
官
盎
ご
の
事
件
に
對
す
る
態
度
は
か
な
り
不
遜
で
あ
る
。
わ
が

{愚

の
W
三
の
箐
两
に
對
し
返
事
を
も
與へ
ず
、’衝
ら
に
へ 

謹
策
を
採
つ
で
ゐ
る
。
ア
ン
ト
ー

1

イ

の兄
！！

ウ

レ

イ.■ロ
は
訴
訟
當
時
は
す
で
に
葡
國
領
奪
は
な
い
。
彼
が
ア
ン
ト
ニ
イ
に
代
今
ば
バ 

吏
拂，9

た
とI

其
つ
た
か
ど
ぅ
か
も
明
か
で’な
い
。
ア
ン
ト
ニ
イ
の
創
作
か
も
知
れ
な
い
。4
し
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ロ
ウ
レ
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ロ
ハ
義
氣
ア
リテ
、
辯
西 

明
瞭
善
ク
條
理
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I
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が
確
か
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ア
ン
ト

u

イ
の
宏
ふ
と
こ
ろ
篇
は
し
ぐ
な
る
。
又
兄
爾
事
も 

共
餓
し
て
t

と
も
考
へ
ら
れ
る
。•上
.記
の
文
献
だ
け
か
ら
見
る
と
、
こ
の
代
含
支
拂
は
れ
て
な
い
と
麗
し
得
る
か
ら
で
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そ
の
後
こ
の
事
件
が
ど
ぅ
解
決
さ
れ
た
か
知
ら
な
い
。
こ
の
事
件
が
如
何
に
解
決
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た
と
し
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も
、
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れ
は
問
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は
な
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？
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の
經
站
に
現
れ
た
.歐
來
商
人
及
び
外
交
官
の
わ
が
官
民
，に
對
す
る
態
度
を
知
れ
ば
ょ
い
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明
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心
醉
の
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に
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と
共
に
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外
交
の
卑
屈
さ
が
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し
く
な
る
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し
か
し
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れ
は
軍
に
外
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當
局
敎
だ
け
の
罪
で
は
な
い
。
實
カ
な
き
弱
小
國
の
外
交
は
今
日
と
霞
も
變
り
は
な
い
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